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おとめ山公園は、地元住民の署名運動により落合の樹林地が守られたことによっ

て、昭和44年に区立公園として誕生しました。

「おとめ山緑祭り」は、おとめ山公園がいつまでも緑豊かな公園であることを願う

祭典で、今年で48回目となりました。新型コロナ感染症の収束が見えない中、昨年

は開催を見送りましたが、感染防止を工夫すれば何とか開催できるのではないかと

いう実行委員の熱い思いで、今年は開催を決断しました。

今回は、おとめ山公園の緑を守ることと同時に、公園を利用するときのマナーや

ルールを呼び掛けることにも力を入れました。コロナ禍で、三密を避けることが出

来る公園に人が集中し、以前から問題提起されていた迷惑行為が急増していたため、

利用者が増えているこの機会に啓発活動を行いました。

これからも、先代が残したおとめ山の緑を誰もが大切に守ってくれることを願い

ます。

村上実行委員長

コロナ禍でも、おとめ山の緑を守り、

先代の想いを引き継ぐ おとめ山緑祭り実行委員会

コロナ対策のポイント

花の配布引換券

植樹風景

④区長と地域の小学生、来賓等による記念植樹

を町会長のみとした。

⑤花の苗等の配布箇所を2か所から4か所に増や

した。

⑥模擬店の中止

花の配布引換所

公園利用ルールの説明

花の配布引換風景

ルール啓発リーフレット

おとめ山緑祭り
開催日時：令和３年５月１６日（日）１０時３０分～１２時

開催場所：おとめ山公園
参加人数：約４５０名

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

当日の最終確認

会場風景

①スタッフのマスク着用、手指消毒、検温の徹底

②引換券の使用（緊急連絡先の記載欄を設けた。

マスク着用とソーシャルディスタンスの確保を
お願いする文言を記載した。）

③式典の中止


